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「街ガチャin平塚」追加販売決定!

７月１日（火）から発売した「街ガチャin平塚」は、大変好評につき、発売から４日で
完売しました。
予想を超える速さで完売となったため、２,０００個の追加生産を行い販売することにな
りました。追加生産にあたりキーホルダーのデザインと設置場所、販売方法などの変更は
ありません。
◆販売開始日:令和７年８月７日（木）
売切れ次第終了
◆販売個数:２,０００個
（１０種類、各２００個ずつ）
問い合わせ先 一般社団法人平塚市観光協会
電話 ０４６３－２０－５１１０

平塚市の歴史 （軍都への道）

平塚への軍需工場の進出は、大正８年（1919）の海軍火薬廠の開設に始まります。その
後大正12年には、海軍技術研究所研究部が開設。そして、戦争の激化にともない昭和12年
（1937）に日本航空工業（日本国際航空工業）、同16年に横須賀海軍工廠造兵部工場、同17
年に横須賀海軍工廠造機部工場と第二海軍航空廠が開設されました。
また、民間軍需工場には、二荒航空工業や近江航空工業もあり、海軍兵器工場や航空技術
開発の研究機関と工場が集中する都市に発展しました。

※当時のコンクリートの塀をそのまま利用している例 この場所は、火薬廠に隣接していた
海軍技術研究所化学研究部の塀(火薬廠の跡地にも同様のものが現在も点在している)




